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０。はじめに

　一般的に，小乗佛教は「一世界一佛」を説き，大乗佛教は「十方諸佛」

を説くと言われる。「十方諸佛」はあたかも大乗佛教の標語のように扱

われる。しかしながらこの二つの説は互いに異なることを説いているの

であろうか。すでにニカーヤ・阿含において説かれていた「一世界一佛」

は，字義どおりに考えれば，同時に「多世界多佛」を含意しているよう

にも解される。また大乗佛教が説く「十方諸佛」も，原則的に「多世界

多佛」であって，「一世界多佛」ではな昌南方上座部と説一切有部の

見解が，賓は「多世界一佛」になっているために，大乗の説く十方諸佛

が強調されてきたのである。部派佛教においても大衆部のように多世界

多佛を明確に打ち出した部派もある。

　上記のことについては，すでに先學の指摘が数多くなされてきたご，

特に新資料が出現したわけでもない。それにもかかわらず，あえてこの

問題に取り組もうと思った理由は，南方上座部と説一切有部が多世界一

佛を主張するその意圖と論法が，筆者にはいまひとつ理解できず，疑問

があったからである。またそれぞれの部派の主張は，主に論書の中で示

（1）例えば『豪大乗論』（T31, p.l32a）「於一界中無二故　同時因成不可量　次第成佛非理故

　　　一時多佛此義成」として，「一世界に二佛なし」を前提とした議論が展開される（長尾

　　雅人『豪大乗論一和課と注解（下）』講談社, 1987年, p.435參照）。また，『無量壽経』

　　（T12, p.268b）の第22願（梵文では第21掲）で，他方國土から束生する菩薩衆が一生補

　　處にとどまらねばならないのは，恐らく阿偏陀佛がいるかぎり極楽では成佛できないた

　　めであろう。他の世界に生まれ愛わって成佛することになると思われる（中村元他『浄

　　土三部経（上）』岩波文庫, 1963年, pp.39, 158參照）。

（2）藤田宏達「阿含における多佛思想の一断面一現在他方佛との開係」『印度學佛教學研究』

　　第12薗, 1958年, pp.64-73；勝本華蓮『座標軸としての佛教學－パーリ學僧と探す「わた

　　しの佛教」』佼成出版, 2009年, p.82など。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－164－



（32）

されているのであるが，たとえば説一切有部の論書において「大衆部は

このように説く」と記されていても，それが賓際に大衆部の傅える文献

でどうなっているのか，確認したいという動機もあった。

　本論は，一佛か多佛かの議論の展開を追うために，ニカーヤ・阿含の

記述から始めて，資料を整理して提示し，特に南方上座部と説一切有部

の雨部派が「多世界一佛」を主張するその意圖と論法を明らかにしよう

とするものである。これは先學の研究の検鐙作業にもなるであろう。

１

一世界一佛を説く定型句

　１－Ｏ　一つの世界（lokadhatu）に二佛は生じないとする「一世界一

佛」の原則は，パーリ聖典においては定型句によって處々に説かれてい

る。一例としてAnt

に説かれるものを以下に紹介する。ここでは韓輪王についても同じこと

が言われている。

　　　　　　　　（3)　1－O－　1　　atthanam　etam　‥‥‥　anavakaso　yam　ekissa

lokadhatuya dve arahanto sammasambuddha a）ubbam acarimam

uppajjeyyum.n' etaひthanam vijjati.

　thanan ca kho etam……Ｍ

araham sammasambuddho uppajjeyya･thanam etam vijjatiti.

　これは理にかなわず，その諦地がない。一世界において二人の阿羅漢＝

正等優者が先でも後でもなく〔同時に〕生じること，この道理はない。

　　これは理にかない，その諦地がある。一世界において一人の阿羅漢＝

正等優者が生じること，これは理に適う。

　1　－O－２　　atthanam　etam　‥‥‥　anavakaso　yam　ekissa

lokadhatuya　dve　rajano　　cakkavatti　　a）ubba男　acarimam

uppajjeyyum.nF etam thanam vijjati.

　thanan ca kho etam……碗

raja cakkavatti uppa丿ijeyya･thanam etam vijjati ti.

（3）以下パーリ語テクストはChattha Sangayana Tipitaka4.0（CST 4.0;Text copyright

　　C 1995 Vipassana Research Institute)にもとづく。但し示した巻・頁はＰＴＳのテク

　　ストのものである。
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　これは理にかなわず，その鎔地がない。一世界に二人の韓輪王が先で

も後でもなく〔同時に〕生じること，この道理はない。

　これは理にかない，その蓉地がある。一世界に一人の韓輪王が生じる

こと，これは理にかなう。

　ではこの定型句は聖典中，如何なる文脈で現れるであろうか。以下に

分類して資料を紹介する。その際にサンスクリット語の資料や漢譚資料

においてこの定型句がどのような形で表れているかにも留意する。

　１－１－Ｏ　Dighanikaya （以下DN.）19 'Mahagovinda-s.' （vol.n，

p.225）では，三十三天の神々が集まっていた時に帝稗天が稗尊を褒め

栢え，それを聞いた諸天が歓喜して，一人の神が「世界に４人の佛が現

れれば世界にとってもっと利益があるであろう」と主張すると，他の神々

が「いや３人で十分だ」，「いや２人で十分だ」と言い合う。それを聞い

た帝稗天が，１－Ｏ－１に畢げた定型句と同じ表現で一世界一佛の原則

を説く。

　以下にこれに對妻する他の諸資料の所在と一世界一佛の原則を説く箇

所を下線で示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4)　１－１－１　Mahavastu （vol.Ⅲ.p.199）:asthanam khalv etam ……

anavakasam yad ekakale dvau tathagata arhantah samyaksambuddha

loke utpadyensuh dharmam desayensuh.

　友よ，これは理にかなわず，その蓉地がない。一時に（同時に）二人

の阿羅漢＝正等畳者が世に生じて教えを説くこと，この道理はない。

　１－１－２　『長阿含経』（Tl,p.31a）:時稗提桓因，告切利天言。我

従佛聞，親従佛受，欲使一時二佛出世，無有是處。但使如来久存於世，

多所慈慾，多所饒益，天人獲安，則大増益諸天，減損阿須倫衆。」

　１－１－３　『増壹阿含経』（T2,p.706b）:時稗提桓因，告諸天日。

且置七佛，乃至二佛，但使今日稗迦文佛久住世者，則多所饒益。

　１－１－４　『大堅固婆羅門縁起経』（Tl,p.208a-b）:汝等営知。同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一時中，無處容受二佛如末座供正等正畳,出現世間，宣説諸法。

　１－１－５　『人仙経』（Tl,p.215c）:汝等営知，我従佛聞。無有二

佛同出於世。何有四佛八佛同出世耶。汝等但願。我佛世尊無漏之置，壽

（4）以下M趾havastuのテクストはMαhavastu, ed. by E. Senart, Pari, 1882-97を用いた。

　　平岡聡『ブッダの大いなる物語（下）』大蔵出版, 2010年, p.320參照。
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命増長，久住世間。

　　ここで留意されるべきは，１－１－１のMahavastuでは「世に生じ

教えを説くこと」の「世に」が'loke'とlokaの単数・處格で示され

て，パーリの'ekissa lokadhatuya'と異なる鮎である。また１－１－

３『増壹阿含経』には一世界一佛の原則がなぜか説かれていない。

　　1－2－O　DN. 28 'Sampasadaniya-s.' （vol.Ⅲ,p.114）では，舎利

弗が稗尊に以下のように語る中に一世界一佛が説かれる。

　（ｲ）私（舎利弗）は，正畳（sambodhi）に開して世尊より，よりよく

　　鐙知した（bhiyyo 'bhinnatara sambodhiyam）他の沙門・婆羅門が

　　過去にいたか，現在にいるか，未来にいるかと問われたら，すべて

　　「いいえ」（ｎｏ）と答える。

　（ロ）正畳に開して世尊と全く同等である（samasama sambhodhiyam）

　　他の沙門・婆羅門が過去にいたか，現在にいるか，未来にいるかと

　　問われたら，過去と未来については「そのとおり」（evam）と答え，

　　現在については「いいえ」（ｎｏ）と答える。

　㈲　その根掠として，舎利弗は「過去・未来について正畳に開して世

　　尊と全く同等の御方が過去に現れたし，未来に現れるであろう」こ

　　とを稗尊より直接に聞いたとし，現在については一世界一佛の原則

　　（本論１－Ｏ－１の定型句）を稗尊より聞いたとする。そしてこれを

　　稗尊が是とするという文脈である。

　對妻漢譚経典では一佛一世界の原則が以下の下線部のように示される。

　　１－２－１　『長阿含経』18「自歓喜経」（Tl,p.79a）:舎利弗言。我

営報彼。過去三耶三佛輿如来等，未来三耶三佛輿如来等。我躬従佛聞。

欲使現在有三耶三佛輿如来等者，無有是處。

　１－２－２　『信佛功徳経』（Tl,p.255c）:爾時舎利弗白佛言。世尊。

是義不然。我従佛聞，記念受持。無有二佛並出於世。

　この文脈に説明を加えるならば, （ｲ）は佛の畳りは最高であるから，い

つの時代のいずれの佛であっても「よりよく鐙知する」（bhiyyo

'bhinnatara sambodhiyam）ということはありえないという意味である。

（ロ）で「そのとおり」（evam）と答えるのは過去佛と未来佛の出現を認め

る言明であり，「いいえ」（ｎｏ）と答えるのは「現在，他に佛はいない」

ことを言ったものである。賓は後述するように，このDA^.28の記述が。
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多世界一佛を説く部派によってその根掠とされる箇所である。つまり稗

尊によって是認される以上，舎利弗の言葉であってもこれは佛説であり，

そこで「現在，他に佛はいない」と言われていることになる。しかもこ

の箇所で舎利弗に向けられる設問とそれに對する答えは以下のようであ

（5)
る。

　　DA^､28:kim panavuso sariputta atth' etarahi anne samana va

　　brahmana va bhagavata samasama sambodhiyan ti,evam puttho

　　aham bhante no ti vadeyyam｡

　　　（「舎利弗よ，正畳に開して世尊と全く同等である他の沙門・婆羅門が，

　　現在にいるか」とこのように問われたら，「いいえ」（ｎｏ）と答えるでしょ

　　う。）

　　『長阿含経』18 : 設問。現在沙門婆羅門，輿佛等不。営答言，無。

　上に見たように㈲の箇所で「一世界一佛」が説かれているのではある

が，上の文言だけに着目すれば，ここには「一世界で」とか「一切世界

で」とかいった範園の限定がないため，多世界一佛を説く部派はこれを

「現在〔一切世界において〕他の佛はいない」と解するようである。こ

れについては後述する。

　１－３－Ｏ　Majjhimanikaya （以下MN.）115 'Bahudhatuka-s.'

（ｖo1.Ⅲ,p.64）では，どのようにして比丘は「處・非處智力を具える比

丘」（thanatthanakusalo bhikkhｕ）と呼ばれるかという阿難の問いに對し

て，稗尊が處（thana）と非處（atthana）を列畢する中に，１－Ｏ－１

と１－Ｏ－２の定型句にこでは韓輪王についても同様に説かれる）があ

る。

　１－３－１　『中阿含経』181「多界経」（Tl,pp.723c-724a）:尊者阿

難白日。世尊，如是比丘知因縁。云何比丘知是處・非處。世尊答日。阿

㈲『信佛功徳経』（Tl, p.255b）では質問と答えの開係が崩れている。

　　佛告舎利弗。汝今往問診人。過去世中，可有沙門婆羅門而能了知佻賞通力等過佛者，乃

　　至成佛菩提。汝常往問，彼作何答。

　　復次舎利弗。汝復往彼問於診人。未来世中，可有沙門婆羅門，輿佛等者，乃至成佛菩提。

　　汝常往問，彼作何答。

　　復次舎利弗。汝可往彼復問於診人。現在世中，可有沙門婆羅門，輿佛等者，乃至成佛菩

　　提。

　　復次舎利弗。又復往彼問於診人。所有過去未来現在世中，沙門婆羅門等, It依何人。汝

　　常往問，彼作何答。爾時舎利弗白佛言。世尊。是義不然。……
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難，若有比丘見處是處，知如具。見非處是非處，知如具。阿難。世中有

二博輪王並治者，終無是處。若世中有一博輪王治者，必有是處。阿難。

若世中有二如来者，終無是處。若世中有一如来者，必有是處。

１－３－２　『四品法門経』（T17,pO713b）:又復阿難。世間若有二

佛出世，無有是處。一佛出世，斯有是處。又復世有二輪王出，亦無是處。

一輪王出，斯有是處。

　１－４－Ｏ　その他, 褐優と正等優者も，同時に出現しないと説くも

のがあぞ。ちなみに褐優は複数同時に出現できる。

　１－４－１　『増壹阿含経』（T2，p.723b）:是時諸許支佛，即於空中

焼身，取般涅槃。所以然者。世無二佛之琥,故取滅度耳。一商客中終無

二導師，一國之中亦無二王，一佛境界無二尊琥。

　１－４－２　これにMahavastu （vol.1,p.357）の記事が對妻す(7)。褐

畳がいると菩薩が兜率天から降りられないという考えが見られる。

　dvadasehi　vars ehi　bodhisatvo　tus itabhavanato　cyavis yati//

suddhavasa　deva　jambudvipe　pratyekabuddhanam　arocayanti

bodhisatvo cyavisyati rimcatha buddhaksetram//

　　「12年後に，菩薩は兜率天から死没します」一浄居天の神々はジャ

ンプ洲において許支佛たちに呼びかけた。「菩薩が死没します。佛國土

を開放してください」。

　tusitabhavanad atiyaso cyavisyati anan tajnanadarsavi /

rimcatha buddhaksetram ● 　 ● 　 ●

varalaksaNadharasya//

　兜率天から甚だ名聾有る方にして無限の智見を有する方（＝菩薩）が

死没します。佛國土を，最上相を具える方に開放してください。

　te srutva buddhasabdam pratyekajina mahesvaravaranam/

　nirvamsu muktacitta svayambhuno cittavasavarti//

　心解脱して自存する彼ら許支佛たちは，最上の大自在天（＝浄居天）

の語る「佛」という言葉を聞き，入滅した。

　MN.116 'Isigili-s.'（vol.Ⅲ,p.68）に上に對座する記事があるが, 褐畳

㈲勝本華蓮「諸佛と祚支佛－Apadanaを中心に」『印度哲學佛教學』（北海道印度哲學佛教

　　學會）第16薗, 2001年, pp.89-103のpp.99の記述によれば南方上座部では説が一定して

　　いないらしい。

（7）平岡聡『ブッダの大いなる物語（上）』大蔵出版, 2010年, p.253參照。
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の名前を畢げるのみで，彼らが稗尊の降兜率以前に入滅したという記事

はない。

２。南方上座部の見解

　２－Ｏ　パーリ七論の一つ, Kathdvatthu （p.6O8）の「一切方論」

（sabbadisa katha）にょれぼ，南方上座部の正統見解が他方佛の存在を

認めないものであることが分かる。

　sabba disa buddha titthantiti?一

　一切方に諸佛がおられるのか。一然り。

　puratthimaya disaya buddho titthatiti? na h' evam vattabb

e…pe…

　東方に佛（稗尊）がおられるのか。　　そう言ってはならない（後略）。

　puratthimaya disaya buddho titthatiti?一

　東方に佛（他佛）がおられるのか。一然り。

　kinnamo so bhagava, kimjacco, kimgotto, kinnama tassa bhagavato

matapitaro, kinnamam tassa bhagavato savakayugam, konamo tassa

bhagavato upatthako, kidisam civaram dhareti, kidisam pattam dha

reti,katarasmim game va nigame va nagare va ratthe va janapade

va ti? -

　その世尊の名・生まれ・姓はなんというのか。その世尊の母父・二大

弟子・侍者比丘はなんという名前か。どのような衣・鉢をもって，何處

の村・町・都・國・地方に〔おられるのか〕。-そう言ってはならな

い。（後略）

　　（以下，南方，西方，北方，下方，上方，四大王天，三十三天，夜摩天，

兜率天，化楽天，他化自在天，梵界について同様に繰り返す。）

　Kathdvatthu-atthakathd （p.l93）によれば，この一切方に諸佛がいる

との執見を有しているのは「たとえば大衆部」（yesam laddhi,seyyatha

pi mahasanghikanam）であるという。

　ここで自論師に「他方に諸佛がいるならその名前などを示せ」と問わ

（8）佐藤密雄『新訂増補論事附畳音註』山喜房佛書林, 1991年, p.866參照。
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れて，他論師が答えに窮しているのが興味深い。後に見るMahavastu

の記述はこれに答えているからである。

　２－１　一世界一佛の理由・根線を明確に説く聖典記事は見出されず，

聖典に準ずる典籍になってようやく見られるようになる。

Milinda)anho （pp. 236-239）には，何故二佛が生じないのか，その根線・

理由が述べられている箇所がある。漢詳で傅わる『那先比丘経』とは對

鹿しない箇所であるため，今はこれを南方上座部特有の見解として扱う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9)内容を要約して示せば以下のとおりである。

　ミリンダ王が「もしも全ての如来が説くところが同一であるならば，

ひとり出現しただけでもこの世に光明が生じるのだから，二人出現すれ

ばますます光明が生じるはずだ。教えるにも二人いた方が容易に教える

ことができる。それなのになぜ一人しか出現しないのか」と問う。この

問いの背景にある思考方法は，すでに本論１－１－Ｏに見られたものと

同じである。

　ナーガセーナ長老の答えは

1）この一萬世界は一人の如来にしか耐えられない。これには以下の（ｲ）

　～（ハ）の讐喩がある。

　（ｲ）一人乗りの船に同じ最格の者が二人乗り込むと沈むこと

　（ロ）飽食した人がさらに食事を詰め込むと死んでしまうこと

　㈲　賓石を満載した二台の車の一方を空にして他方にその賓石を全部

　　積み込むその車が壊れること

2）「お前たちの佛」，「私たちの佛」と主張し合って二派を生じる。

3）「佛陀は最高者である」といった聖典の言葉孔誤りであることに

　なる。大地，大海，須禰山，虚空，帝稗天，魔，大梵天がみな一つ一

　人であることに喩えられる。

というものである。この論法は以下に見る註釈書（アッタカター）で，

より発展した形で用いらる。

　２－２　註稗書（アッタカター）では，處々に一世界一佛についての

{9)

⑩

中村元・早島鏡正課「ミリンダ王の問い２」平凡社, 1964年, pp.285-290參照。

原文でぱjettho buddho', 'settho buddho', 'visittho buddho', 'uttamo buddho

　'pavaro buddho', 'asamo buddho', 'asamasamo buddho', 'appatimo buddho

　'appatibhago buddho', 'appatipuggalo buddho' というものが畢げられている。
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言及がある。内容的には大同小異であるので，もっとも詳細な記述とも

言える，１－Ｏ－１と１－Ｏ－２に紹介した記述に對する註稗部分

(Anguttaranikaya一atthakatha （以下AN-A.）, n,pp.9-14）に代表させて，

　　゜　　　　　剛　゜゜これを詳出する。注意すべきところで※を付してコメントをしながら

進める。

　２－２－１　ekissa lokadhatuya ti dasasahassilokadhatuya. tmi hi

khettani jatikhettam, anakhettam visayakhettan ti｡

　「一世界において」とは，一萬世界において，である。　３つの國土が

ある。「生誕國土」と「威力國土」と「對境國土」とである。

※ここで「一世界において二人の阿羅漢＝正等畳者が先でも後でもなく

〔同時に〕生じること，この道理はない」，または「一世界において一人

の阿羅漢＝正等畳者が生じること，これは理に適う」という時の「一世

界」について註稗がされている。「一世界」は「一萬世界」のことであ

るという。一萬世界は一萬の輪園山世界（＝一萬の須倆山世界）のこと

であるが，これと三千大千世界との関係については，別稿を起こす予定

である。

　2 － 2 － 2　tattha jatikhettam nama dasasahassi lokadhatu. sa hi

tathagatassa　　matukucchismim　　okkamanakale　　nikkhamanakale

sambo dhikale　　dhammacakkappavattane　　ayusaGkharavossajjane

parinibbane ca kampati｡

　そこで，「生誕國土」とは一萬世界である。なぜならそれは，如来の

入胎時と，出胎時と，成道時と，韓法輪時と，捨壽行時と，涅槃時とに

震動するからである。

　2 － 2 － 3　kotisatasahassacakkavalam pana anakhettam nama.

at　anat hi

(11）これに類する記事としてVibhahf

　　寺書店, 2004年, p.721-727）,Sarasangaha （pp.27-38 : 浪花宣明『サーラサンガハの研

　　究』平楽寺書店, 1998年, pp.72-91）,Dighanikaya一atthakatha (DN-A.）（voim, p.897-

　　903）＝DN.28 'Sampasadanlya-s.'の註（片山一良『長部大mi』大蔵出版, 2005年，

　　pp.461-464,補注28-29）, Majjhimani貼ya一atthakatha (MN-A.）（volIV, p.114-121）＝

　　MAT. 115 'Bahudhatuka-s.'の註（片山一良『中部後分五十mm I』2001年, pp.456-457,

　　補注13-14）の記述が近いものとして畢げられる。他には比較的に簡潔な記述としてDN･-

　　A. （volU, p.659）=DN.W 'Mahagovinda-s.'の註（片山一良『長部大篇E』大蔵出版，

　　2004年, p.342補注9）がある。
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ettha ana pavattati.

　　「威力國土」は一兆の輪園山〔世界〕である。「アーターナーティヤ

護岬」，「孔雀護岬」，「旗先護岬」，「賓護岬」などの威力が届く範園で

ある。

　※いわゆるパリッタが効力を発揮する範園を言うのであろう。

　2 － 2 － 4　visayakhettassa pana parimanam n'atthi. buddhanan

hi “yavatakam　nanam　tavatakam　neyyam, yavatakam　neyyam

tavatakam nanam, na!a）ariyantikam neyyam, neyya）ariyantikam

narian" ti vacanato avisayo nama n'atthi｡

　「對境國土」には限界はない。なぜなら「諸佛にとっては知の範園が

所知の範園であり，所知の範園が知の範園である」と〔Culaniddesa

（vol.1，pp.178-179;vol.n，pp.357-358）; Patisambhiddmagga （vol.n，p.l95）

に〕あるから。

　2 － 2 － 5　imesu pana tisu khettesu thapetva imam cakkavalam

annasmim cakkavale buddha uppajjanti ti suttam n'atthi, na

uppajjanti　ti　pana　atthi. tmi　hi　pitakani-vinayapitakam,

suttantapitakam,　　abhidhammapitakam.　　　tisso　　　sangitiyo-

mahakassapattherassa　　　sangiti,　　　yasattherassa　　　sangiti,

moggaliputtattherassa sangiti. ima tisso sangitiyo arulhe tepitake

buddhavacane　imam　cakkavalam　muncitva　annattha　buddha

uppajjanti ti suttam n'atthi, na uppajjanti ti pana atthi｡

　これらの３つの國土において，この輪園山〔世界〕を除いて他の輪園

山〔世界〕に諸佛は生じると説く経はない。生じないと説く経はある。

なぜなら三蔵（律蔵・経蔵・論蔵）,三回の結集（大迦葉の第一結集・ヤサ

長老の第二結集・モッガリプッタ＝ティッサの第三結集）があり，これらの

三回の結集にのばった三蔵中の佛語に，この輪園山世界を離れて蓉所に

諸佛が生じるという経はない。生じないという経はある。

　※ここが重要な箇所である。「３つの國土において」とあることから，

(12）DN.il

（13) Jata肋159

(14) Samyutta-nikaya （以下SN.）11－1－3 （voll, p.218）

(15) Suttanipata w.222-238, pp.39-42
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限界はないとされる上の「對境國土」が含まれる。つまり限界のない世

界の中で，この我々の住む一輪園山

界は存在しないということになり，

世界以外に，佛が出現する輪園山世

「一切世界一佛」を説くことにな乙

　また「佛は生じると説く経はない。生じないと説く経はある」，「蓉所

に諸佛が生じるという経はない。生じないという経はある」という文言

に見られる「生じないと説く経」であるが，これは本論１－２－Ｏに見

fzDN.28 'Sampasadaniya-s.' （voim，p.ll4）のことを指しているらし

V^o

　２－２－ら　a）ubbam　acariman ti apure apaccha, ekato na

uppajjanti. pure va paccha va uppajjanti ti vuttam hoti. tattha

bodhipallanke "bodhim appatva na utthahissamr”ti nisinnakalato

patthaya yava matukucchismim patisandhiggahanam, tava pubbe ti

na veditabbam. bodhisattassa hi pat isandhikkhan e dasasahassaca-

kkavalakampanen' eva khettapariggaho kato, etth' antare annassa

buddhassa uppatti nivarita va hoti･ parinibbanato patthaya yava sa

sapamatta pi dhatu titthati, tava paccha ti na veditabbam.dhatusu

hi　t hitasu　buddha　t hita va　honti. tasma　etth' antare　annassa

　　●　　　　　　　　　　●buddhassa　uppatti nivarita　va ｈｏti?18）dhatｕｐａ血1ibb加ｅｐａｎａ　jate

annassa buddhassa uppatti na nivarita｡

　　「前でもなく後ろでもなく」とは前でも後ろでもなく，同時に生じな

いという意味である。前か後かのどちらかに生じると言われている。そ

こで菩提の座において「菩提を得ずには立つまい」と坐った時以降，母

胎に結生したときまでを「先」と考えるべきではない。なぜなら菩薩の

結生の刹那に一萬輪園山〔世界〕の震動によって國土の取得がなされ，

ここに，この間，他の佛の出現が遮られる。般涅槃以降芥子ほどでも遺

㈲　DN-A. （voin, p.659）等の記述はもう少し意味が明瞭である。 ettakan hi jatikhettam

　　nama. tatrapi thapetva imasmim cakkavale jambudlpassa majjhimadesam na annatra

　　buddha uppajjanti jatikhettato pana param buddhanam uppattitthanam eva na

　　pannayati.「なぜならばこれだけが「生誕國土」であり，ここでも，この一輪園世界の

　　ジャンプ州の中部地方を除いて，他處に諸佛は出現しない。「生誕國土」の外に佛の出現

　　は知られない」。

㈲　浪花宣明『分別論註』平楽寺書店, 2004年, p.757參照。

㈲　浪花宣明『サーラサンガハ』平楽寺書店, 1998年, p.73｡
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骨があるうちは「後」と考えるべきではない。なぜなら遺骨がある間は

佛がいるのであるから。それゆえその間は他の佛の出現が遮られる。遺

骨の般涅槃が起こった時，他の佛の出現は遮られな毘

　　2 － 2 － 7　kasma pana apubbam acarimam na uppajjanti ti?

anacchariyatta. buddha hi acchariyamanussa. yathaha －“ekapuggalo，

bhikkhaveバloke uppajjamano uppa加ti acchariyamanusso. katamo

ekapuggalo? tathagato araham sammasambuddho" ti. yadi ca dve

va cattaro va attha va solasa va ekato uppajjeyyum, anacchariya

bhaveyyum. ekasmin hi vihare dvinnam cetiyanam pi labhasakkaro

u!ara na honti, bhikkhu pi bahutaya anacchariya jata,evam buddha

pi bhaveyyum. tasma na uppajjanti｡

　なぜ先でも後でもなく，同時に生じることがないのか。　　希有でな

　くなるからである。なぜなら諸佛は希有な人である。「諸比丘よ, 1人

　の人が世に生まれれば，それは希有な人が生まれるのである。いずれの

　一人か。如来・妻供・正等畳者である」UiV. 1-13-3，voll，p.22）と言わ

　れるように。もしも２人, 4人, 8人16人が同時に生じようものなら，

　希有ではなくなってしまう。　１つの精舎にふたつのチェーテイヤがあっ

　たら尊敬は大きくなくなる。諸比丘も人数が多いと希有でなくなる。佛

　が複数である時も同様である。それゆえ〔諸佛は〕生じない。

　2 － 2 － 8　desanaya ca visesabhavato. yan hi satipatthanadikam

dhammam eko deseti,annena uppajjitva pi so va dhammo desetabbo

siya.tato anacchariyo siya.ekasmim pana dhammam desente desana

pi acchariya va ｈｏti｡

　それから説法が殊勝でなくなるから。なぜなら一人が説く念住などの

法を，他のブックが生じても全く同じ法を説くであろう。それゆえ希有

でなくなるであろう。　１人が法を説けば，説示もかならず希有である。

　2 － 2 － 9　vivadabhavato ca. bahUsu ca buddhesu uppannesu

bahUnam acariyanam antevasika viya “amhakam buddho pasadiko,

amhakam　buddho　madhurassaro　labhl　punnava” ti　vivadeyyu甲,

tasma pi evam na uppajjanti.

㈲　本論注㈲に畢げた他の註悍ではこの後に「三種の隠没」（tini parinibbanani）の記事が

　　割り込んでいる。
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　論争が生じるからである。多佛が生じれば，たくさんの先生とたくさ

んの内弟子のように，我々の佛は聾が美しい，利得がある，徳がある，

と論争するであろう。これも諸佛が生じない理由である。

　2 － 2 －10　apic'　etam　karanam　milindaranna　putthena

nagasenattherena vittharitam eva. vuttan hi tattha（mi. pa.5.1.1）一

　更にこの理由をミリンダ王に問われたナーガセーナ長老が詳説してい

る。そこには次のように説かれている。

　（中略　ここにはMilinda)anho, pp.236-239が引用されている。内容

は本論２－１を參照。）

　2－2－11　ekissa lokadhatuya ti ekasmim cakkavale. hettha

imina　va　padena　dasa　cakkavalasahassani　gahitani, tani　pi

ekacakkavalen' eva paricchinditum vattanti.buddha hi uppajjamana

imasmim yeva cakkavale uppajjanti,uppaj janatthane pana varite ito

annesu cakkavalesu na uppajjanti ti varitam eva hoti｡

　　（一世界一韓輪王に開して）「一つの世界に」とは一つの輪園山にであ

る。上ではこの言葉で一萬の輪園山が意味されたが，一萬の輪園山も一

つの輪園山によって限定されるべきである。なぜなら諸佛は生じる時に

この輪園山だけに生じるからである。生じることが遮られているため，

ここより他の輪園山には生じない。

　※ここは「一世界一博輪王」を説く文脈における「一世界」の範園を

註稗する。博輪王の場合は，一萬輪園山世界ではなく，一輪園山世界と

して理解せよという。後に見るようにこの理解は説一切有部と共通して

いる。

３。説一切有部の見解

　３－Ｏ　説一切有部の見解を世親の『阿毘達磨倶舎論』によって以下

に検討すぷ。和譚はサンスクリット原文にもとづくが，比較のため大

正蔵の漢譚も併記した。上と同様に※は筆者によるコメントである。

徊　衆賢『阿毘達磨順正理論』（T29, pp.524b-525c）および『阿毘達磨蔵顕宗論』（T29,

　　pp.857c-858a）に同様の議論がある。
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　　　　　剛　　3－ 1　sutra uktam－“asthanam anavakaso yad apurvacaramau

dvau tathagatav arhantau samyaksambuddhau loka utpadyeyatam/

nedam sthanam vie

h/ yatha tathagata evam cakravarttinau"－iti/

　　『倶舎論』（T29,pp.64c-65a）:故契経言。無處無位非前非後有二如末

座正等優出現於世。有處有位唯一如来。如説如来輪王亦爾

　経に言われる。「これは理にかなわず，その蓉地がない。先でも後で

もなく〔同時に〕二人の如来＝阿羅漢＝正等優者が世に生じること，こ

の道理はない。一人の如来が〔世に生じること〕，この道理はある。二

人の韓輪王も如来におけると同様である」と。

　3 － 2　idam atra sam pradhary am－kim atra trisahasramahasa

hasro lokadhatur loka istah, utaho sarvalokadhatava iti/

　座審思揮。此唯一言為掠一三千。為約一切界。

　ここで以下のことが熟考されるべきである。ここで「世」とは〔一つ

の〕三千大千世界が意圖されているのか，それとも，一切の諸世界が意

圖されているのか。

　3 － 3　nanyatra buddha utpadyante ity eke/ kim karanam? ma

bhud bhagavatah saktivyaghata iti/ eka eva hi bhagavan sarvatra

saktah /yatra buddha eko na saktah syad vineyan vinetu印,

tatranyo 'pi na sakta iti/

　有説。蓉界定無佛生。所以者何。勿薄伽梵功能有髪,唯一世尊普於十

方能教化故。若有一處一佛於中無教化能。蓉亦座爾。

　　「諸佛は他處には生れない」とある人々〔は言う〕。理由は何か。世

尊には功能の障碍がないからであると。なぜなら，世尊は一人だけで一

切處において〔導かれるべき者らを導くことが〕できるから。あるとこ

ろで佛が一人で導かれるべき者らを導くことができないならば，そこで

は他の佛もできなないであろう。

　※『倶舎論』は，一世界は一つの三千大千世界か，それとも一切世界

かという問いをたて，「他の世界に決して佛は生じない」という「有

剛　以下テクストはDwarikadas Sastri,Swami (ed.),Abhidharmakoia & Bhasya of

　　Acarya Vasubandhu　ivith　Sphutartha　Commentary　of　Acarya　YaSomittra,

　　Varanasi:Bauddha Bharati,1987,pp.550-552による。
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（ｅｋｅ）説」と，他の世界にも別に佛が出現すると主張する

（nikayantanyah）説」を畢げる。

　　　(45)

｢有鎔部師

　この議論において一世界を一切世界と見る側は，「十方一佛」を説く

ことになる。これが有部説であろうが，以下に見るようにその論法は，

上に見た南方上座部のアッタカターに見られた論法とほとんど一致する。

一世界を一つの三千大千世界と見るのが，他の三千大千世界に佛が生ま

れると説く「十方多佛説」になるが，これはYasomitraによれば大衆

部等の説である。

　注目すべき鮎として，『順正理論』（T29,p.524c）では「十方一佛」側

の根線として『倶舎論』にはない「座説一切界。無差別言故。謂無経説。

唯此世間。又無経言唯一世界。」という文言が最初に述べられており，

これを先に２－２－５で見た「これらの３つの國土において，この輪園

山〔世界〕を除いて他の輪園山〔世界〕に諸佛は生じると説く経はない。

生じないと説く経はある。」という文言と比較すると，賓は似ているよ

うで大きく内容が異なる。これについては後述する。

　3 － 4　uktam　ca sutre －“sacet　tvam　sariputra　kascid

upasa男kramy面'am　prcchet－‘asti　kascid　etarhi　;ramano　va

brahmano va samasamah 幻ramanena gautamena yad utabhisambo一

dhaya/ evam ca prstah kirn vyakuryah? ‘sacen mam bhadanta

　　　　　　°　　　'
"゜' 聯　゜　　　　　　゜　　　　　　　　゜

kasdd upasamkramy加'am ）rcchet,tasyaham ）rstaevam vyakuryam

-nasti　kascid　etarhi　幻ramano　va　brahmano　va　samasamo

bhagavata yad utabhisam bodhaya/ tat kasya hetoh? sammukham

me bhagavato 'ntikac srutam, sammukham udgrhitam一asthanam

anavaka;o　yad　a）urvacaramau　tathagatau　loka　ut）adyeyatam

nedam sthanam vidyate'”－iti/

　又世尊告舎利子言。設復有人来至汝所。問言頗有梵志沙門。正於今時

輿喬答摩氏平等平等得無上畳耶。汝得彼問営云何答。時舎利子白世尊言。

我得彼問営如是答。今時無有梵志沙門得無上菩提輿我世尊等。所以然者。

我従世尊親聞親持。無處無位非前非後有二如末座正等畳出現於世。有處

有位唯一如来。

但　底本はupasamkramyevamとなっているが，本文のように訂正して解した。
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　経に説かれる。（稗尊が問う）「舎利弗よ，もし汝に誰かが近づいて次

のように尋ねるとしよう。『今，沙門かバラモンにして誰か，沙門ガウ

タマと現等畳に開して全く等しい者がいるであろうか』と。このように

尋ねられたらどのように答えを輿えるか」。（舎利弗が答える）「尊師よ，

もし誰かが私に近づいてそのように尋ねましたら，彼に，尋ねられた私

は次のように答えを輿えるでしょう。『今，沙門かバラモンにして，沙

門ガウタマと現等畳に開して全く等しい者は誰もいない』と。それは何

故かと言えば，私は世尊から親しく直に聞き，直に受けたからです。

『これは理にかなわず，その蓉地がない。先でも後でもなく〔同時に〕

二人の如来が世に生じること，この道理はない』と。

　※十方一佛説の根掠としては，やはり本論１－２－Ｏに紹介したDN.

28 'Sampasadaniya-s.' （vol.Ⅲp.099）と同様のものが用いられている。

　3 － 5　yat　tarhi　bhagavatoktam　brahmasutre － “ yavat

trisahasramahasahasrako　loko　vase　me　'tra　vartate ”－iti?

abhiprayika esa nirdesah/

　ko　'trabhiprayah ?　tavato　'nabhisam skaren a　vyavalokanat/

abhisamskarena tv ananto buddhanam caksur-visayah/

　若爾何縁梵王経説。我今於此三千大千諸世界中，得自在韓。彼有密意。

　密意者何。謂若世尊不起加行。唯能観此三千大千。若時世尊発起加行。

無擾世界皆佛眼境。天耳通等例此妻知。

　‥‥、_････●・　　　　●叫
世尊は「梵経」（Brahmasutra） において説かれた。「三千大千までの

世界は，ここの私の支配下にある」と。この所説は密意を有する。

聯　西義雄課『國課一切経　毘曇部二十六上』（大東出版, 1935年, pp.180-181）の脚注には

　　典採として『中阿含経』「梵天請佛経」（Tl, p.548a）の「世尊告日。梵天，如日自在，

　　明照諸方，是為千世界，於千世界中。我得自在，亦知彼彼處。無有書夜｡」が畢げられて

　　いる。これに對座するパーリはMNA9 'Brahmanimantanika-s' （voll, p.328）の“yavata

　　candimasuriya pariharanti disa bhanti viroca（ma) na; tava sahassadha loko, ettha

　　te vattate vaso”「月と太陽とが周回し，四方が光り輝く限り，その限りが千世界である。

　　ここに汝（バカ梵天）の力が及ぶ｡」であるが，ここにはこの範囲で梵天と同じく祥尊も

　　自在であるということが明言されていない。

　　パーリにおいて祥尊の力が三千大千世界に及ぶことを明示するものとしてはyl AT.3-8-81

　　（voll,p.228）の“'aka辿hamano, ananda, tathagato tisahassimahasahassilokadhatum

　　sarena vif寵apeyya, yavata pana akahk

　　世界に聾を響き渡らせることができよう。望む限りの範囲に｡」が畢げられる。

－149－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（47）

　ここで密意とは何か。〔普段〕特に意圖しなければそれだけ（一つの

三千大千世界）の範園を見るだけであるが，しかしその気になれば諸佛

の眼の對境は無限である。

　※これは２－２－４の「對境國土」を用いた南方上座部の論法と全く

同じである。

　3 － 6　santy evanyalokadhatusu buddha iti nikayantariyah/kim

karanam? bahavo hi samam sambharesu pravartamana drsyante/ na

　　°　　　　　　　　　　　　゜　　　剛　゜　　　　　　　　　　゜caikatra bahunam yugapad yogya utpattum, na casti tadutpattau

kascit pratibandha iti niyatam lokadhatv-antaresutpadyante/ ananta

lokadhatava iti na sakyam bhagavata kalpam apy ayur bibhrata

yatheha tathanyesv api anantesu lokadhatusu vyapartum, kim punah

purusayusam/

　有蓉部師説。蓉世界亦別有佛出現世間。所以者何。有多菩薩。現

（p.65a）倶修習菩提資糧。一界一時可無多佛，多界多佛何理能遮。故無

逼界中有無擾佛現。若唯一佛設住一劫時，尚不遍為一世界佛事。況同人

壽能益無擾。

　他部派（Ya§omitraによれば'mahasanghikaprabhrtayah' f大衆部など」）

は「他の世界に諸佛がいる」と〔主張する〕。理由は何か。なぜなら大

勢が一緒に菩提資糧を修習しているからである。そして一ヶ所において

大勢〔の佛〕が同時に生じるのが適営でないのであれば，その生起に如

何なる障碍もないように，確賓に他の世界において〔諸佛が〕生じる。

〔しかも〕諸世界は無限であるので，たとい世尊が一劫の壽命を保って

も，ここでと同様に，他の無限の諸世界においても，仕事にならない。

人壽を〔保つだけなら〕言うまでもなく〔仕事にならない。だから佛は

複数いなければならない〕。

　3 － 7　katham ceha buddho vyapriyate? asya pudgalasyedam

indriyam iyata kalenamusmin dese amum pudgalam agamyasya do

sasya pariharad asyangasyopasamharad anena prayogenanutpannam

votpatsyate, aparipurnam va paripuray isyatiti/

　然諸有情居無擾界。時處根性差別無擾。佛鹿遍観此有情類。如是時處

綱　底本はyoga.訂正して解した。
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鹿見世尊。佛便鹿機現通説法。令其過失未生不生。諸有已生能令断滅。

令其功徳未生得生。諸有已生能令圓満。如何一佛此事頓成。是故同時定

有多佛。

　どのように佛はここで仕事をするのか。このプドガラにはこの機根が

ある，これだけの時間をかけて，この地方において，この人に開して，

彼の訣鮎を除去することで，彼に利鮎（anga）を輿えることで，この手

段を用いて，彼に未だ生じていないものが生じるであろう，または，未

だ満たされていないものが満たされるであろうと。

　3 － 8　yat tv idam sutram atropanitam－ “asthanam anavakaもo

yad apurvacaramau dvau tathagatav ekatra loka utpadyeyatam" iti,

tad evedam sampradharyate－kim idam ekam lokadhatum adhikr

　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　　　　　　域　゜tyoktam, aho svit sarvan iti? cakravartino 'pi canyalokadhatau na

syad utpadah, sahotpattipratisedhat buddhavat/

　然彼所引。無處無位非前非後，有二如東出於世等。鹿共思揮。此言為

説一界多界。若説多界，則韓輪王, 蓉世界中，亦鹿非有。以説如佛遮倶

生故。

　　叶方一佛側か多佛側に對して）しからばここで先に引かれた「これは

理にかなわず，その蓉地がない。先でも後でもなく〔同時に〕二人の如

来が一つの世に生じること〔，この道理はない〕」という経について熟

考しなければならない。これは一世界に開して言われているのか，それ

とも，一切世界について言われているのかと。〔一切世界に開して言わ

れているとするならば〕佛と同様に倶生か否定されているので，韓輪王

にも他の世界における出現がないことになってしまう。

　※ここで十方一佛側は韓輪王については他の世界に生じるという見解

を有していることが判明する。これも先に2－2－11で見た南方上座部

の見解と一致する。

　3 － 9　athaitat ks amyate, idam tu kasman na ks amyate －

　“'punyas tu buddhanam loka utpadah" －iti? yadi bahunam bahusu

syat, na dosah syat/ bhuyasam lokanam abhyudayena yogah syan

nihsreyasena ca//

糾　底本はcasya lokadhatau. 訂正して解した。
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　若許輪王蓉界別有，如何不許別界佛耶。佛出世間具吉祥福。多界多佛

何過而遮。謂多界中諸佛倶現。便能饒益無量有情令得増上生及決定勝道。

　　叶方多佛側か一佛側に對して）それでは，これ（韓輪王の倶生）は許

容されるのに，どうして「諸佛の世における出現はめでたいことだ」と

いうこのことは許容されないのか。もし多く〔の佛〕が多く〔の世界〕

にあれば，過失はなく，より多くの諸世界に繁柴と至福の利得があるで

あろう。

　※十方多佛側の主張の動機は本論１－１－ＯのDN. 19 'Mahagovinda-s.'

に見られる諸天のものと同様である。

　3 － 10　athaikasminn　api　kasmad　dvau　tathagatau　na

sahotpadyete?

１。 pray0janabhavat/　2 . pranidhanavasac　ca/　evam　hi

bodhisattvah pran idhanam kurvanti－ 'aho bataham andhe loke

'parinayake buddho loka utpadyeyam anathanam nathah' －iti/ 3 .

adarartham/　4 . abhitvaranartham ca/ ekasmin hi buddhe sutaram

adriyante/' durlabha ldrso 'nyah' －iti manyamanah sutaram

cabhitvarante sasanapratipattau－ 'ma 'smin gate parinirvrte va

'natha bhuma' －iti//

　若爾何故一世界中無二如来?時出現。以無用故。謂一界中一佛足能饒

益一切。又願力故。謂諸如来為菩薩時先登誓願。願我営在無救無依盲闇

界中成等正規。利益安楽一切有情。為救為依為眼為導。又令敬重故。謂

一界中唯有一如東便深敬重。又令速行故。謂令如是知一切智尊甚為難遇。

彼所立教妻速修行。勿般涅槃。或往診處。便令我等無救無依。故一界中

無二佛現。

　　（十方一佛側か多佛側に對して）それでは，〔他の世界に諸佛が出現す

ることを認めるとして〕何故一〔世界〕には二人の如来が倶生しないの

か。

　　（十方多佛側か答える）①必要でないから。②誓願による。次のよう

に諸菩薩は誓願を立てる。「ああ，私は導く者のいない盲闇の世界に，

佛として世に生じよう。寄る擾のない人の寄る擾になろう」と。③尊敬

圀　底本はabhitvarartham.訂正して解した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-146-



（50）

のためと④速やかさのためである。佛が一人であれば，〔人々は〕大い

に敬うし，「このような人は他に得難い」と考えて，「この御方が去るか

般涅槃してしまった時に，我々が寄る漫のない者にならないように」と

〔考えて〕大急ぎで教説を會得する。

４。大衆部の見解

　４－Ｏ　大衆部は十方多佛を説くということであるが，このことは大

衆部の説出世部の文献であるMahavastuに他方佛が言及されているこ

とで確認できる。

　４－１これは十地の第六地を説く箇所である（Mahavastu, vol.1。

　　　　剛pp.121-124）。

　tatah sthavirah katyayanah mahakasyapam athabravit/

　sruyatam lokanathanam ksetram tatvarthanisritam//

　それから，長老迦施延は大迦葉に言った。「世の導師（佛）たちの，

具賓義に依る國土について聞きなさい。

　　upaksetram ca vaksyami tesam paramavadinam/

　　－●　●ﾉ　　　　　＝　＝●　ﾉｰ　　tani nisamya vakyani sasanam ca naravara//

　かの具賓説者（佛）たちのupaksetraにっいて私は説こう。最上人よ，

言葉と教えを聞きなさい。

　ekasastim trisahasrani buddhaksetram pariksitam/

　ato caturgunam jneyam upaksetram tathavidham//

　三千の61倍が佛國土と認められる。その４倍がupaksetraであると知

るべし。

　evam ukte ayusmam mahakasyapah ayusmantam mahakatyayanam

uvaca// kim punar bho jinaputra sarvesu buddhaksetresu utpadyanti

samyaksambuddha　utaho　kesucid　eva　utpadyanti//　evam　ukte

ayus man　mahakatyayana　ayus mantam　mahakasyapam　gathabhir

adhyabhase//

筒

纏

平岡聡『ブッダの大いなる物語（上）J pp.77-78參照。

平岡氏はこの語を「準國土」と訳されている。また注において「問題の語」とされても

いる。
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　このように言われて，長老大迦葉は長老大迦施延に言った。「しかし

ながら，君，勝者の子よ，一切の佛國土に正等畳者は生じるのか，それ

とも，ある特定の〔佛國土〕にのみ生じるのか」。このように言われて，

長老大mm延は長老大迦葉に偶で話しかけた。

　kimcit eva bhavati aparisunyam ksetram apratimarupadharehi/

　ksetrakotinayutani bahuni sunyakani purusapravarehi//

　ある特定の國土は無比の容姿を具えた方（佛）がいる。たくさんのコー

ディ・ナユタの國土は，最上人（佛）がいない。

　※すべての國土に佛がいるわけではないというのは理に適っている。

すべての國土に佛がいたら，一生補處の菩薩はみな，ポストが空かない

ことには決して成佛できないことになる。　先に２－Ｏで見た

Kathavatthuの大衆部への批判は，一切方に佛が蔓延しているように見

ることを批判しているようにも見えるが，大衆部の見解はそうではない。

　durlabho hi varalaksanadhari dirghakalasamudagatabuddhi/

　sarvadharmakusalo atitejah sarvasatvasukhatadharasatvo iti//

　最上相を具える，長い時間かかって得られる畳りは，得難い。一切法

に精通した太陽（佛）は，一切衆生の楽性を支える」と。

　evam ukte ayusman mahakasyapa ayusmantam mahakatyayanam

uvaca// khalu bho jinaputra ko hetuh kah pratyayah yam ekasmim

ks etre　dvau　samyaksam buddhau　nopapadyanti　iti//　evam　ukte

ayus man　mahakatyayana　ayus mantam　mahakasyapam　gathabhir

adhyabhasate//

　このように言われて，長老大迦葉は長老大迦施延に言った。「君，勝

者の子よ，一國土に二佛が生じないのは，いったい如何なる因，如何な

る縁か」と。このように言われて長老大mm延は長老大迦葉に偶で話し

かけた。

　※この問いは『倶舎論』（3 －10）でも展開されていた。しかし以下

の答えは，答えとしてよく理解できない。後考を待つ。

　yat karyam naranagena buddhakarma suduhkaram/

　tat sarvam paripureti esa buddhana dharmata//

　人中の象（佛）によってなされる，はなはだ成し遂げ難い佛の業，そ

のすべてを満たすこと，これが諸佛の常法である。
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　asamartho yadi siyad buddhadharmesu caksumam/

　tato duve mahatmanau utpadyete tathagatau//

　もしも具眼者が諸佛の常法に適合しなければ，それゆえ二人の偉大な

心を具える如来が生じるであろう。

　tarn casamarthasadbhavam varjayanti maharsinam/

　tasmad duve na jayante ekaksetre nararsabhau//

　　〔人々は〕大仙たちのそのような不適合があることを拒む。それゆえ

二人の人中の牡牛（佛）は一國土に生じない。

　na jatu savasesesu buddhadharmesu sruyyate/

　nirvrtah purusasrestha atitadhve jinatmaja//

　勝者の子よ，過去世に，諸佛の常法を残しつつ般涅槃した最上人（佛）

については全く聞かれない。

　anagata atikranta sambuddha ye ca sampratam/

　krtena buddhadharmena nirvayanti narottama iti//

　未来・過去の諸佛・最上人は，諸佛の常法を成し遂げてから般涅槃す

る。そして現在も。

　evam　ukte　ayusman　mahakasyapah　ayusmantam　mahakatya-

yanam uvaca// katamani bho jinaputra samprati anyani buddhaks-

etraがyatraitarhi samyaksa印buddha dharmam desayantiti// evam

ukte ayusman mahakatyayana ayu令mantam mahakasyapam gatha-

bhir adhyabhase//

　　このように言われて，長老大迦葉は長老大迦施延に言った。「君，勝

者の子よ，現在そこで正等畳者が法を説いているような他の佛國土は，

ちょうど今，いずれか」と。このように言われて，長老大迦施延は長老

大迦葉に偶をもって話しかけた。

　purastime diso bhage buddhaksetram sunirmitam/

　tatra mrgapatiskandho namena jinapungavah//

　東の方面にスニルミタという佛國土があり，そこに「ムリガパティス

　カンダ」という名の最勝の勝者がいる。（以下略。東方の５つ，南方に３

　つ，西方，南方，下方，上方に１つずつの佛國土とそこにいる諸佛の名前が

　リストアップされる。）

　　４－２　次はMahavastu （vol.Ⅲ，pp.341-342）の初韓法輪の記事であ

　　　　　　　　　　　　　　　　－143－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53）

叫
る。

　bhagavam dharmacakram pravartento ekasastim trisahasramaha-

sahasralokadhatum　bhasamanas varenabhi vijnapeti　tato　ca parena

buddhaksetrani/ ye ca tasmim samaye buddha bhagavanto te掃m

tesam ca paralokadhatus u parisadi dharmam desenti te bhagavato

dharmacakram　pravartentasya　tusni　abhunsuh//　duhprasaho

samyaksambuddho parisadi dharmam desayati/ bhagavam duhpras-

aho tusnim abhusi buddhaghoso ca niscarati/ vismita parisa bhaga-

vantam dusprasaham prcchati// bhagavam buddhaghoso niscarati/

tasmim niscarante tusni abhul lokanatho dus）rasaho vismita parisat

　世尊は法輪を韓じつつ61の三千大千世界に（※これは先に一佛國土の範

園として示された範園である）説く聾で知らしめた。それからさらに他の

佛國土にも。その時，諸佛・諸世尊は各自の他世界において會衆に法を

説いていた。彼らは世尊が法輪を韓じている時に沈獣した。ドゥフプラ

サハ正等優者は會衆に法を説いていた。世尊ドゥフプラサハが沈獣する

と，〔稗迦牟尼世尊の〕佛音が現れた。驚いた會衆は世尊ドゥシュプラ

サハ（ドゥフプラサハ）に訊ねた。「世尊よ，佛音が現れました。それが

現れた時に世の導師ドゥフプラサハは沈獣されました。會衆は驚いてい

ます……」。

　※「61の三千大千世界」が一佛國土であるとすれば，そこに聾が届く

のは特に問題はないであろうが，「他の佛國土にも」聾が届くとなると，

一佛の教化範園が重なることになり，十方多佛を説く根掠の一つ（本論

３－６）が無意味になっている。

３

大乗からの批判

　　『大智度論』（T25,p.93b）に以下の問答がある。大乗の説くところは

もちろん十方多佛であるが，その論法は大衆部と比較しても特に異なる

ところはない。

剛　平岡聡『ブッダの大いなる物語（下）J p.424參照。
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　問日。佛口説。一世間無一時二佛出，亦不得一時二博輪王出。以是故，

不鹿現在有鎔佛。

　　叶方一佛側か問う）問うて日く：佛，口説す。「一世界に一時に二佛

出ることなし。また一時に二博輪王出るを得ず」と。是をもっての故に，

まさに現在に諦の佛有るべからず。

　答日。雖有此言，汝不解其義。佛説。一三千大千世界中，無一時二佛

出。非謂。十方世界無現在佛也。

　　（十方多佛側か答える）答えて日く：此言は有るといえども，汝，其

義を解さず。佛，「一三千大千世界中に一時に二佛出ることなし」と説

く。「十方世界に現在佛なし」を謂うにあらざるなり。

　如四天下世界中，無一時二博輪聖王出。此大福徳人，無怨敵共世故。

以是故，四天下一博輪聖王。佛亦如是。於三千大千世界中，亦無二佛出。

佛及博輪聖王，経説一種。汝何以信鎔四天下，更有博輪聖王，而不信諦

三千大千世界中更有佛。

　　（十方多佛側がっづけて）四天下世界中に一時に二博輪聖王の出るこ

となきが如し。この大福徳人（＝韓輪聖王）,怨敵と世を共にすることな

きが故に。これをもっての故に，四天下に一博輪聖王あり。佛もまたか

くの如し。〔一つの〕三千大千世界中においてもまた二佛の出ることな

し。佛および博輪聖王を経は一種に説く。汝，何をもって蓉の四天下に

更に博輪聖王有るを信じ，しかして諦の三千大千世界に更に佛有るを信

ぜざるや。

　※十方多佛側がつくのは，十方一佛側の博輪王が他の輪園山世界に生

じることを唱えながら，佛に開してはそれを認めない不整合である。こ

れは南方上座部については本論2－2－11で，説一切有部については本

論３－８で確認できた。

　復次，一佛不能得度一切衆生。若一佛能度一切衆生者，可不須鎔佛。

但一佛出，如諸佛法，度可度衆生已而滅。如燭書火滅。有為法無常性空

故。以是故，現在妻更有鎔佛。

　　叶方多佛側がっづけて）復た次に，一佛にして能く一切衆生を度す

ことを得るあたわず。もし一佛にして能く一切衆生を度すことあたわば，

鎔の佛をもちいざるべし。ただ一佛のみ出でて，諸佛の法（常法）の如

く，度すべき衆生を度しおわりて滅す。燭（ろうそく）尽きて火滅する
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が如し。有為法は無常にして性は空なるが故に。これをもっての故に，

現在まさに更に鎔の佛有るべし。

　※これは本論３－６に見られた十方多佛側の主張と一致する。

　復次，衆生無量，苦亦無量。是故座有大心菩薩出。亦座有無量佛出世

度諸衆生。

　復た次に，衆生無量にして苦もまた無量なり。この故にまさに大心有

る菩薩出るべし。またまさに無量の佛有って出世して諸衆生を度すべし。

　問日：如経中説：無量歳巾佛時時出。讐如湛曇婆羅樹華時時一出。若

十方佛充満，佛便易出易得，不名為難値。

　　叶方一佛側か難詰する）問うて日く：経中に説く如く，無量歳巾に

佛は時々出る。讐えば湛曇婆羅樹の華が時々ひとつ出るが如し。もし十

方に佛充満せば，佛はすなわち出でやすく得やすく，名づけて「値難し」

となさず。

　答日：不爾。為一大千世界中，佛無量歳時時出。不言一切十方世界中

難。亦為罪人不知恭敬，不勤精進求道，以是故，語言。佛無量歳時時一

出。又此衆生衆罪報故，堕悪道中，無量劫尚不聞佛名。何況見佛。以是

人故，言佛出世難。

　　（十方多佛側か答える）答えて日く：しからず。一〔三千〕大千世界

中に佛は無量歳に時々出るとなす。一切十方世界中に「難し」と言わず。

また罪人の恭敬を知らず，精進求道に勤めざるか為に，これをもっての

故に語りて「佛は無量歳に時々ひとり出る」と言う。またここの衆生は

衆罪報故に悪道中に堕し無量劫になお佛名を聞かず。何ぞ況や佛にまみ

えるや。これをもっての故に佛の出世を難しと言う。（以下略）

おわりに

　以上，聖典中の定型句の吟味からはじめて，南方上座部と説一切有部

の主張する多世界一佛説，大衆部と大乗の説く多世界多佛説の一世界一

佛の原則をめぐる双方の主張を概観した。南方上座部と説一切有部が根

掠と論法を共有していることが確認できた。

　争鮎の中心は，一世界一佛の原則を説く聖典の定型句中の「一世界に

おいて」の範園をどう解稗するかにある。多世界一佛側は特にDA/: 28
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の舎利弗の言う「現在，他の佛はいない」という文言を根掠に，一切世

界に他の佛はいないという意味に解する。多世界多佛側はこれを一つの

三千大千世界に限るのである。

　さて，「はじめに」で述べた「『一世界一佛』は，字義どおりに考えれ

ば，同時に『多世界多佛』を含意しているようにも解される」という筆

者の疑問であるが，これは賓はパーリ聖典の定型句に起因する。「一世

界において」（ekissa lokadhatuya）として「一」（ｅｋａ）を強調するのが，

多世界一佛を説く南方上座部の聖典のみであることは奇妙に思える。定

型句の漢譚には「一世」などとするものは皆無であり，サンスクリット

資料でも説一切有部の『倶舎論』（本論3 －1參照。 'loka' となっている

のはいうまでもなく連聾規則により1okeがlokaとなったものである）も説

出世部のMahavastu （本論１－１－１參照）も'loke'としてlokaの単

数・處格を用いるだけである。またパーリ聖典のみがIoka（世）ではな

ぐlokadhatu' （世界）を用いることも注意すべきであろう。これをど

のように考えるべきであろうか。

　澄明はできないものの，恐らくはMahavastuや『倶舎論』のように

漠然と「世において（1okaの単敷・處格）同時に二佛は生じない」とい

う表現が本来であろう。単数形が用いられているとはいえ，ここには

「一萬世界」や「三千大千世界」といった観念が明確に意識される以前

の，他世界が明確に意識されるようになる以前の, （「同時に生じない」

という表現から過去佛・未来佛の観念はすでにあった時代の）素朴さを想定

することが許されるのではないであろうか。この表現を，南方上座部の

「一世界において」（ekissa lokadhatuya）という表現と比較する時にその

感が強められる。

　以上の想定を支持する資料としてもうひとつ畢げるならば，先に３－

３の※で少し鯛れた『順正理論』（T29,p.524c）の記述がある。「十方一

佛」側の根掠として述べられる「妻に一切界を説くべし。差別の言なき

が故に。謂く『唯此世間』と説く経なし。また『唯一世界』と言う経な

し」（鹿説一切界。無差別言故。謂無経説。唯此世間。又無経言唯一世界）

という記述は，「この世界において」，「ただ一つの世界において」といっ

た限定がないのだから，一切世界において同時に二佛は生じない」と解

するべきだと主張しているのであるが，「唯一世界」が南方上座部の言
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う「一世界」と同じであると見れば，「一」が少なくとも有部の聖典に

なかったこと，そしでloke'が単数形であることは重要ではないこと

を明かしている。南方上座部は「一世界において」を採用してしまった

がために，この論掠は使えない。そこで本論２－２－５で見た「これら

の３つの國土において，この輪園山〔世界〕を除いて他の輪園山〔世界〕

に諸佛は生じると説く経はない。生じないと説く経はある。」とするの

であるが，この根掠がDA^､28であるとすると, DA/:28は「現在，他の佛

はいない」と述べながら，「一世界一佛」の定型句をも説くため（１－

２－Ｏの㈲）,整合性を訣くように思われる。DNMの文脈には「一世界

において」ではなく，「世において」が相鹿しいであろう。改愛の痕跡

とも思われる。

　しかしながら多世界多佛側か採用すればかえって好都合とも思われる

表現が，どうして多世界一佛説を唱える側の聖典に採用されているのか。

あえて「一世界において」という表現を採用した南方上座部にも，多世

界多佛の見解が主流であった時代を想定すべきではなかろうぷ。

　また多世界一佛側の用いる論法が，多世界の存在を前提とすることは

重要である。他の世界が意識されるようになった時に，その世界に佛は

いるかいないかという鮎で見解が分かれたと考えられ，論理的に見て多

世界一佛説は，必ずしも大衆部と大乗の唱える多世界多佛説に先行する

ものではない。

　今後の課題として残されているのは，南方上座部のいう「一萬輪園山

世界」と「三千大千世界」の開係を明らかにすることや，大衆部の説く

「三千の六十一倍の世界」と「その四倍のウパクシェートラ」を明らか

にすることなどである。また「一世界に同時に二佛は生じない」という

場合の，「同時」の意味内容の理解が，南方上座部と説一切有部とで異

なっている可能性を吟味する必要もある。こういったことどもについて

別稿を起こす予定である。

(30) Apadanaの冒頭のBuddha一apadanaにはあるいはその痕跡が見られるのかもしれない。

　　勝本華蓮「諸佛と祚支佛－Apadanaを中心に」（前掲論文）參照。
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